
令和８年４月１日現在
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備　　　　　　考 ※普通財産の無償貸付施設で、自主事業と一体的に決算を行っており、区分が困難

収 支 0 0 0 0 0

0

利用料金収入

そ の 他 収 入

収 入 合 計 0 0 0 0 0

物 件 費

人 件 費

備　　　　　　考

※収支の下段の数字は京都文化博物館で積立てた特定費用準備資金から実施した対象事業に充当した額を
含む実質収支額。
※令和７年度の収支の下段の数字は、R7.3の総合展示室リニューアルによる減価償却費(非資金勘定約1,000
万円×5年間）とこれを要因とする法人税額（約430万円）を含む。
※R3～R6は法人税支出なし。
※府支出額には以下を含む。
R7：展示・照明設備更新委託費（150百万円）、R5：展示機能強化委託費（60百万円）

自
主
事
業

支 出 合 計 0 0 0 0 0 0

▲ 8,317

▲ 162 16,091 ▲ 11,556 1,869 29,938 7,639
収支

▲ 162 16,091 ▲ 28,709 ▲ 19,672 ▲ 1,388

166,761

府 支 出 額
（ 一 般 財 源 ）

273,749 301,554 339,999 280,368 447,541 291,328

そ の 他 収 入 172,514 187,942 151,400 174,994 171,662

43,168 118,345 64,824 81,213 97,319 79,100

382,566 534,302 365,854

収 入 合 計 489,431 607,841 556,223 536,575 716,522 537,189

545,506

人 件 費 178,025 184,503 167,243 173,681 183,608 179,652

物 件 費

R６ R７ R８予算

指
定
管
理

（
施
設
運
営

）
業
務

支　出　合　計 489,593 591,750 584,932 556,247 717,910

収
支

収支実績
（単位：千円）

年度 R３ R４ Ｒ５

311,568 407,247 417,689

利用料金収入

貸付先

（公財）京都文化財団

貸付期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日 所在地 京都市中京区三条高倉上ル東片町623-1

選定方法 非公募 業 　種 府立文化施設の運営

交通アクセス
・地下鉄「烏丸御池駅」下車【5】番出口から三条通りを東へ徒歩3分　　　　・京阪「三条駅」下車【6】番出口から三条通りを西へ徒歩15分
・阪急「烏丸駅」下車【16】番出口から高倉通りを北へ徒歩7分　　　　　　　　・市バス「堺町御池」下車、徒歩2分

営業時間・営業日
営業
時間

総合展示 10時－19時30分（入場は19時まで）
特別展 10時－18時＊毎週金曜日は19時30分まで延長（入場は30
分前まで）
別館 10時－19時30分（各種イベント時は別）
ろうじ店舗飲食店は20時30分まで

休館日
月曜休館（祝日の場合は開館、翌日休館）
年末年始(12月28日～1月3日）

別館等 別館ホール（約250人）、店舗 文化：100,320円／日、商業：200,640円／日　長期割引有

施設構造種別 ­ 延床面積 15,855 ㎡

３階 総合展示室、フィルムシアター 総合展入館料　一般600円、大学生400円、
高校生以下無料２階 総合展示室

１階 ろうじ店舗（飲食店、物販店）、ミュージアムショップ －

貸展示室（和室）70畳（×3室）、45畳（1室） 1室（70畳）商業催事71,500円/日、文化催事60,170円（作家貸は35,970円）

５階 貸展示室（洋室）150m²（4室）、32m²（1室） 1室（150m²）商業110,330円/日、文化60,170円（作家は35,970円）

４階 特別展示室 特別展入館料：展示会毎に設定

平安建都1200年記念事業の一環として、京都府文化懇談会提言の主旨である「京都の歴史、美術工芸等、文化全体を
総合的に紹介する」ことを目的に、各種展示室を有した博物館を建設

経過

・昭和６３年（１９８８）：開館（１０月）
・平成１７年（２００５）：別館リニューアルオープン
・平成２２年（２０１０）～２３年（２０１１）：リニューアル改修工事
・平成２３年（２０１１）：リニューアルオープン（７月）、国民文化祭開催
・平成２８年（２０１６）：別館耐震補強等工事完了
・令和7年（２０２５）：総合展示室（歴史展示）リニューアル

施設機能

主　要　設　備 主な利用料金（条例上限額）

７階 事務室 ―

６階

府 民 利 用 施 設 調 書

施設名 京都府京都文化博物館

施
設
概
要

所  在  地 京都市中京区三条高倉上ル東片町623-1 設置年度 昭和６３年度

設置目的

②



人

％

％

％

主な代替・類似施設
・京都市京セラ美術館（令和２年３月、延床19,495㎡、明治以降の日本画等を常設展示、各種企画展示）
・京都国立近代美術館(昭38年、左京区、延床9,983㎡、京都画壇の日本画、洋画等を常設展示、各種企画展示）
・京都国立博物館（明30年、東山区、延床11,657㎡、平安～江戸期の京都の文化財を常設展示、各種企画展示）

今後５年以内の建替
え、耐震補強、大規模

修繕等
必要性（　有　）

内容・見込額
　　　　　（単位：百万円）

各階空調機廻り自動制御機器更新工事・430百万円
高圧受変電設備等改修工事（８年度設計中）
別館屋根の大規模点検・改修工事（金額・時期不明）

建替え等の
実施時期（見込）

未定
内容・見込額

　　　　　（単位：百万円）
―

              62.5 ％

延床面積コスト
（令和７年度）

１㎡あたりｺｽﾄ
（指定管理支出計／延床面

積）
45,281 円

用途
特別展を目的とした来館者の割合が高いが、⑦
のアイヌ展（総合展）は健闘した。

その他
（時期等）

特別展の企画内容によるが、春、秋の
来館者が比較的多い。

コ
ス
ト
負
担

府負担コスト
（令和７年度）

利用者１人あたりｺｽﾄ
（府支出額／利用者数） 947 円

府負担割合
（府支出額／収入総額）

R７年度 472,641 人
利用率

算出方法
利用（使用）日数÷年間使用可
能日数（LED工事期間等除く）

利用者の特徴

地域性
京都市内（約25％）京都府内（約７％）大阪を含
む近畿圏（約50％）

年齢層
マンガやアニメの展覧会は若年層が極端に多
く、それ以外は５０～６０代がコア層。

498,298 人 特別展示 90.1

R６年度 557,894 人
5階貸展示室（洋
室）

59

26 年度 964,745

R４年度 681,718 人
主要設備
利用率

（令和７年度）

総合展示室
※シアター含む 100.0

Ｒ５年度

施設建設時の財源内訳
（単位：千円）

建設費　　　　　　　　　　　　　　　　　8,210,000千円

利
用
状
況

利用者数

R３年度 370,034 人 ピーク時 平成

うち府派遣 1 1

計 37 24 3 1 9

非常勤 12 2 1 9

その他（非常勤役員）

常勤 25 22 2 1人
員
配
置

人員配置
（単位：人）

役職員数

計 正職員 嘱託職員 臨時職員


